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本部町教育の最重点(武本部) 
1.確かな学力の向上(対話的深

い学び、読む力の育成) 
2.豊かな人間性の育成 
3.自立心の向上(ｷｬﾘｱ教育) 
4.保幼小の連携 

本校の主な実態 

良い面・学習に前向きな子どもが多い 

・素直でまじめな生徒が多い(勤労･時間) 

・先輩後輩の間にいたわりや敬いの心あり 

課題・主体的な活動が弱い 

・意見は言えるが伝え方の工夫が弱い  
・主体的に考えることが希薄 
・自主的なあいさつ 
・粘り強さ、たくましさに欠ける 

めざす児童生徒像 

☆めあてもって解決の方法を考え(気づき)、主

体的に学びやり抜く児童生徒 

☆自他の良さに気づき前向きに物事を捉え、そ

の場にあった言葉使いや行動する児童生徒 

☆夢や希望をいだきあきらめない心をもち、自

ら体を鍛える児童生徒 

国頭教育の目標 

「人材を以て資源と為す」 

教育活動の推進 

【学校経営理念】 

地域に根ざし、小規模校のよさを活かし笑顔あふれる

チーム伊豆味校。子どもや教職員のよさや可能性を引

き出し、協働で希望や志のもてる学校を創る。 

めざす教師像 

１.心身ともに健康な教師 

２.子どもの良さに気づき引き出し，小さ

な変容を大切にする教師 

３.使命感をもち指導力の向上に努め

学び続ける教師 

４.協働で温かい職場づくりに努める教師 

５.保護者や地域から信頼される教師 

めざす学校像 

１.ぬくもりのある学校(温かさ) 

２.うるおいのある学校(自然・環境) 

３.躍動のある学校(変化への対応) 

出会い 
（４，５月） 

挑む 
（６、７、８月） 

団結・感動 
（9，10 月） 

充実・成長 
(11，12 月） 

感謝・希望 
（１，２，３月）

◆
生
徒
総
会 

◆
全
国
学
テ 

◆
運
動
会 

◆
中
間
テ
ス
ト 

◆
Ｐ
Ｔ
Ａ
作
業 

◆
春
の
遠
足 

◆
新
入
生
歓
迎
会 

◆
学
校
説
明
会 

◆
家
庭
訪
問 

◆
入
学
式 

◆
始
業
式 

◆
県
総
体 

◆
終
業
式 

◆
三
者
面
談 

◆
町
児
童ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ

 

◆

職
場
体
験
学
習
○中
２

◆
期
末
テ
ス
ト 

◆
町
計
画
学
校
訪
問 

◆
地
区
夏
季
総
体 

◆
地
区
駅
伝 

◆
Ｐ
Ｔ
Ａ
作
業 

◆
中
３
学
力
検
査 

◆
お
話
意
見
発
表
大
会 

◆
地
区
陸
上 

◆
宿
泊
学
習
○小 

◆
久
志
駅
伝 

 

◆
終
業
式 

◆
生
徒
会
長
選
挙 

◆
修
学
旅
行 

◆
地
区
新
人
大
会 

◆
地
区
中
文
祭 

◆
期
末
テ
ス
ト 

◆
学
習
発
表
会 

 

◆
修
了
式･

離
任
式 

◆
卒
業
式 

◆
高
校
入
試 

◆
Ｐ
Ｔ
Ａ
作
業 

◆
卒
業
生
を
送
る
会 

◆
県
学
力
到
達
度
調
査 

◆
学
年
末
テ
ス
ト
○中 

◆
校
内
持
久
走
駅
伝 

◆
児
童
会
選
挙 

◆
始
業
式 

 

国・県の方針 

○生きる力の育成 
○創造性・国際性に富む人材の
育成と生涯学習の振興 

校内研修テーマ
★主体的に他者と関わり、自ら学びを広げ

ていく児童生徒の育成 

めざす児童生徒像：○自ら考え，きき(聴･

訊)合い，判断し，表現(口頭，書く)できる

児童生徒○他の考えを受け入れ，比較、再

検討、再構築し深化しようとする児童生徒 

授業の視点：○めあて･考える場･まとめ･

口頭振り返り(ねあて・理解･疑問･よさ・学習用語) 
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伊
豆
味
校
の
課
題
と
対
応
（
R

3
年
５
月
当
初
）
 
ベ
ク
ト
ル
を
揃
え
る
！

 

 
課
題
項
目

 
主
な
内
容

 
状
況

 
 

対
策

 
備
考

 

1
 

あ
い
さ
つ

 
(
小
中
部
会
で

の
聞
き
取
り

) 

積
極
的
な
明
る
い
あ
い
さ
つ
の
推

進
 

朝
の
あ
い
さ
つ
な
ど
消
極
的
で
，

自
主
的
に
明
る
い
あ
い
さ
つ
が
で

き
る
子
ど
も
が
少
な
い
。
元
気
が

ほ
し
い

 

◆
生
徒
会
テ
ー
マ
を
活
か
し
、
自
治
意
識
の
高
揚
を

図
る
。
◆
テ
ー
マ
の
横
幕
の
作
成
と
掲
示

 
◇
主
体
的
な
朝
の
挨
拶
運
動
や
委
員
会
活
動
の
強
化

 
◇
挨
拶
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
ど
の
指
導
指
標
の
作
成

 

児
童
会
と
生
徒
会
と
の
連
携
強

化
。
考
え
さ
せ
る
。

 
☆
児
童
生
徒
会
の
意
識
的
な
テ

ー
マ
の
活
用
と
推
進

 

2
 

自
治
活
動

 
主
体
的
な
自
治
活
動
の
推
進

 
教
計
ｐ

3
1

 
受
け
身
的
な
活
動

 
小
中
連
携
に
課
題

 
主
体
的
に
課
題
に
気
づ
き
，
考
え
，

行
動
す
る
こ
と
が
弱
い
。

 

◇
委
員
会
活
動
は
毎
月
力
を
入
れ
る
の
で
は
な
く
、

学
期
に

1
度
な
ど
強
化
す
る
月
間
を
決
め
徹
底
し
て

取
り
組
む
。
◇
運
動
会
な
ど
の
行
事
を
生
か
す
。

 
◇
児
童
生
徒
会
主
体
の
取
組
強
化

 
◆
各
行
事
の
意
義
を
高
め
る
工
夫
改
善

 

児
童
会
と
生
徒
会
の
合
同
取
組

の
実
施
。

 
同
じ
子
ど
も
が
複
数
の
役
割
を

担
う
こ
と
が
多
い
。
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読
書
活
動

 
積
極
的
な
読
書
活
動
の
推
進

 
 教
計
ｐ

3
0

,3
1

 

昨
年
度
，
貸
出
冊
数
が
一
人
当
た

り
県
平
均
を
各
学
年
上
回
っ
て
い

る
。
活
動
の
意
識
が
希
薄

 
一
斉
読
書
で
は
よ
く
読
ん
で
い
る

 

◇
朝
の
読
書
の
徹
底

(安
易
な
カ
ッ
ト
し
な
い

) 
◇
各
教
科
で
の
図
書
室
利
用
の
推
進

 
◇
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
な
ど
校
内
研
と
絡
め
実
施

 
◇
司
書
連
携
の
取
組

 

学
校
の
一
時
徹
底
を
見
直
し
、

決
め
た
事
に
対
し
、
全
職
員
が

徹
底
し
て
取
り
組
め
る
よ
う
に

す
る
。
校
内
研
修
と
の
連
携
。

 

4
 

キ
ャ

リ
ア

教
育
の
推
進

 
進
路
指
導
な
ど
と
の
兼
ね
合
い
と

将
来
へ
の
展
望

 
教
計
ｐ

3
0

 

目
標
は
あ
る
が
実
現
の
た
め
の
実

行
力
の
あ
る
取
組
が
弱
い

 
目
的
意
識
の
醸
成

 
◇
各
児
童
生
徒
の
夢
や
学
期
等
の
目
標
設
定
と
教
師

に
よ
る
計
画
的
な
指
導
の
推
進

 
◇
目
標
等
の
掲
示

 

キ
ャ
リ
ア
パ
ス
ポ
ー
ト
に
繋
げ

る
。

 
自
己
指
導
力
の
育
成

 

5
 

校
内
研
修

 
テ
ー
マ
｢
主
体
的
に
他
者
と
関
わ

り
、
自
ら
学
び
を
広
げ
て
い
く
児

童
生
徒
の
育
成
｣
情
報
端
末
の
活
用

 

教
計
ｐ

2
6

7
 

具
体
的
取
り
組
み
内
容
が
焦
点
化

さ
れ
ず
網
羅
的
で
あ
る
。
ど
こ
に

力
を
入
れ
る
か
分
か
り
づ
ら
い
。

 

◇
具
体
的
内
容
を
テ
ー
マ
に
沿
い
焦
点
化
す
る
。

 
 
授
業
改
善
を
は
じ
め
，
将
来
を
見
据
え
可
能
な
限

り
全
教
育
活
動
に
繋
が
る
取
組
内
容
と
す
る
よ
う

努
め
る
。

 

情
報
端
末
の
活
用
推
進
は
必
須

と
す

る
が

研
修

の
主

で
は

な

く
，
指
導
方
法
の
一
環
と
捉
え

え
る
。

 

6
 

読
解
力

 
本
部
町
の
課
題
で
も
あ
る
。

 
校
内
研
修

 
 
教
計
ｐ

3
0

,3
5

 
特
に
目
立
っ
た
取
組
は
見
当
た
ら

な
い

 
◇
校
内
研
テ
ー
マ
の
下
、
共
通
取
組
事
項
を
設
け
て

全
教
育
活
動
を
通
じ
て
取
り
組
め
る
よ
う
に
再
度
検

討
す
る
。
◇

N
IE

の
活
用

 

・
研
究
主
任
は
検
討
す
る
。

5
月

始
め
に
案
を
提
示
す
る
。

 
・
一
つ
の
テ
ー
マ
で
教
育
活
動

を
繋
ぐ

 
7

 
個

に
応

じ
た

指
導

 
校
内
研
修

 
 

教
計
ｐ

3
5

 
配
慮
の
必
要
な
子
供
の
共
通
確
認

中
 

◇
困
り
感
の
あ
る
児
童
生
徒
一
覧
表
の
作
成
と
共
通

理
解
◇
9
年
間
を
見
通
し
た
学
び
方
（
系
統
）
の
作
成

 
教
計
ｐ

4
1

 

8
 

生
徒
理
解

 
困
り
感
の
あ
る
子
ど
も
の
対
応

 
定
期
的
な
情
報
の
共
有

 
◇
定
期
の
情
報
共
有
の
場
の
設
定

 

9
 

安
心
安
全

 
交
通
安
全
，
ハ
ブ
対
策

 
 

登
校
時
の
校
門
前
で
の
降
車

 
ハ
ブ
が
出
没
す
る
箇
所
と
出
没
し

や
す
い
環
境

 

◆
P

T
A
と
の
連
携
と
理
解

 
◆
公
文
に
よ
る
呼
び
か
け

 
◆
生
徒
会
の
活
用

(チ
ラ
シ
配
り

) 

日
々
の
校
内
巡
視
の
継
続

 
◆
登
校
時
の
校
門
前
で
の
子
ど

も
の
降
車
の
見
直
し

 

1
0

 
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
サ
イ
ク
ル

 

学
校

組
織

の
活
性
化

 
教
計
ｐ

4
1

 

学
校
経
営
に
基
づ
い
た
教
育
活
動

の
推
進

 

授
業
に
お
け
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
サ

イ
ク
ル
の
推
進
（
時
間
内
で
め
あ

て
～
振
り
返
り
ま
で
の
徹
底
し
た

取
り
組
み
）

 

学
校
課
題
に
対
す
る
意
識
と
取
り

組
が
弱
い
。

 

運
営
員
会
を
通
し
た
連
携
が
弱
い

 
→
管
理
職
に
事
後
承
諾

 
 

◇
学
校
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
は
課
題
を
明
確
に
意
識
し
た

も
の
と
す
る
。

 

◇
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
の
も
と
，
全
職
員
が
意
識
し
取
り

組
め
る
よ
う
定
期
的
な
確
認
の
場
の
設
定
と
公
表
。

 
◇
取
組
事
項
等
は
運
営
委
員
会
を
確
実
に
通
す
。

 
◇
運
営
委
員
会
メ
ン
バ
ー
追
加
検
討

 
◇
定
期
の
伝
え
る
場
の
設
定

 

教
頭
、
教
務
は
全
職
員
へ
連
絡

連
携
を
密
に
す
る
。

 

各
主
任
に
役
割
意
識
と
課
題
意

識
の
高
揚
を
図
る
。

 
教
職
員
評
価
と
の
連
携
。
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  国 語 算 数   国 語 数学 英語 

小
学
５
年

(

現
６
年) 

本校 ★34.0% ★40.7% 中
学
１
年 

(

現
中
２) 

本校 55.7 62.9 ★42.5 

国頭地区 52.5% 40.1% 国頭地区 49.4 49.9 44.0 

沖縄県 56.7% 45.2% 沖縄県 52.2 53.1 47.5 

小
学
６
年 

(

現
中
１) 

本校 81.3% ★52.7% 中
学
２
年 

(

現
中
３) 

本校 55 46 ★49.0 

国頭地区 66.1% 51.7% 国頭地区 52.5 39.7 46.5 

沖縄県 71.0% 56.0% 沖縄県 52.2 45.4 50.5 
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県到達度調査及び全国学力・学習状況調査の結果から、現中学 3 年生は英語以外県平均点を越え、良好

な結果である。一方、現小学校 6 年生の国語、算数共に県平均に到達できていない。これは、小 6 年生

の人数が 3 名と極めて少なく、一人でも当日の検査の点数が振るわなければ全体の平均点に影響が出る

ためである。 

◇小中学校共に、国語において「慣用句の使い方」や「自分の考えを書く」に課題がある。算数においては

「既習事項を日常生活の中で活用できる」、数学では、「物事の捉え方、思考の仕方に重点」を置いて今後

指導していくことが求められる。 

◇小中共に個別に苦手分野を中心に指導していく。 

 

国 語 算 数 国 語 数学

本校 60 60 本校 63 55

沖縄県 65.0 69.0 沖縄県 60 52

全国 64.7 70.2 全国 64.6 57.2

★県平均より下

小

６

年
(

3

名

)

令和３年度　全国学力・学習状況調査結果  (R3年　5月実施）
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様式１ 令和３年度 学校経営上の「成果（良さ）」と「最重要課題」とその「対応策」 

Ⅰ．成果（良い点） 

   

Ⅱ．学校経営上の最重要課題 

１ 支持的風土のある学校づくり 

２ 伝える力の育成（気づき・考え・行動そして成長できる児童生徒） 

その対応策 

１ 支持的風土のある学校づくり 

（１）児童生徒会活動の活性化（「気づき・考え・行動」できる児童生徒） 

①お題目にならない生きた生徒会テーマの設定→「進取果敢 ～Be a Challenger!!～」 

   ②行事の意義を高める（行事要項の見直し、意義を高める工夫改善） 

 ③明るいあいさつ運動の推進 

 ④運動会などの主要行事における児童生徒の主体的な活動の推進を図る。 

（２）受容的な生徒指導 

 ①生徒指導の三機能（自己存在感・共感的人間関係・自己決定）を生かした授業，教育相談 

 ②児童生徒のよさに気づき，引き出し，伸ばす指導。良いとこ探しの推進と子どもたちの活動 

への教師による価値付けに努める。→参考 p7 

２ 伝える力の育成（気づき・考え・行動そして成長できる児童生徒） 

（校内研修テーマ：主体的に他者と関わり，自ら学びを広げていく児童生徒の育成） 

（１）授業力向上 

① 「口頭での振り返り」の徹底した授業改善。口頭での振り返りを意識し，他者との振り返

りの交流を図り，他者の意見を参考にしたり相手目線で伝えることで，表現方法の工夫を

図る。そのことで，自らの思考を広げ深めることになる。また，「振り返り」を着実に行う

ことで，「めあて」「まとめ」「振り返り」の一連の流れが着実に行われ、授業マネジメントに結

びつく。さらに、振り返りを言わせることで、授業の理解や疑問に思ったことなど児童生

徒自身の評価や教師の評価にも繋がる。   

② 思考する場面の設定。 

       課題を自分事と捉え，主体的に考えることで学びを深める。 

（２）各活動や行事後の振り返り 

①感想や気づき，意見を文章にまとめる。そして，教師による添削や励ましを入れる。さ 

らに，全児童生徒が見ることができるよう掲示（感想の交流）する。 

（３）儀式やその他の場面での発表 

   ①発表原稿を作成し，その内容を覚え原稿を見ないで聴衆を見て発表する。 

（４）読書活動の推進と活性化（読解力、語彙力の向上） 

①全職員体制での朝の読書活動 

③ 朝読書時間の確実な確保（安易に日課を変更せず，読書時間を優先する） 

④ 読書の啓発に努める（ビブリオバトルや書籍紹介，児童生徒の読み聞かせなど）。→伝える力 
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☆学習意欲の高く、学力調査でも県平均を上回っている教科がほとんどである。 

☆朝の読書に集中して取り組み、昨年度は各学年ともに年間貸出冊数が県平均冊数を越えている。 

☆先輩後輩の児童生徒間に「いたわり」や「うやまう(手本など)」心（絆）がある。 

☆子ども達が教職員に対して肯定的に捉えている（信頼度が高い）。 

☆作業など与えられた仕事は一生懸命できる。一方、課題等に気づいて自ら動くことは苦手。 

☆各集会などでのあいさつする場面で自分の考えや意見が言える児童生徒もいるが、フリーな 

状態で考えや意見を求められたら返事に窮する場面が多い。 



 

  学力の向上 

○校内研修の研究主題を「主体的に他者と関わり、自ら学びを広げていく児童生徒の育成」の構築のため授

業力の向上の推進（校内研修）に努める。テーマに迫るため、特に「振り返り」の設定や「ICT活用の推

進」の確実な実施を重点に取り組んでいる。振り返りでは，児童生徒が互いに口頭で振り返るなど自分の

考えを伝え、他者と交流しながら学びを広げていくように努める。 

○授業力向上の実効力を高める互見授業の実施。全教諭が互見授業を行い、職員相互で評価(よい点､課題)し、 

 授業者自身が授業後にレポートを作成する。研究集録にそれを蓄積していく流れで実効力を高めていく。 

○ICT 活用の推進では、まずは ICT 機器を使ってみようとの声かけで殆どの授業が活用し始めた。どのよう

な活用が有効かを模索しながら推進していく。 

○学力向上を目指し、町派遣の学推教師の支援は、主に 2年算国 3年算 5年算、必要に応じ放課後である。

学習生活支援員は、主に 2年音、体を中心に算国、3､4年算国音、必要に応じプラス支援を行う。これら小学

生の支援を要する児童へ意図的・計画的に推進していく。 

◇生徒個々の良さを引き出し，支持的風土のある学校、学級づくりに努められるよう「良いとこ探し」等の実

効性のある対策の検討を要する。 

◇各児童生徒の学力状況の把握を行い，個々の児童生徒に応じた計画的な指導に努める。 

 

 

5，6 年の社会 PC を活用して調べ学習等に生かす 5,28 2 年生の授業風景 学推教師による支援 4,30 

3，4 年生の国語の口頭の振り返り 6,2 中3国語 PC活用による漢字の書き順の確認 6,10 中学体育 動画撮影で動き確認 5,28 

中学体育 グループに分かれ全員が一斉に口頭の振り返り 5,28 中学数学の口頭での振り返り ６，14 

Do 

  

5 

4 年の授業 学習生活支援員の支援 10,7 



学習支援（TT授業）の取り組み 

 

１、ねらい 

 複数の教師で多面的な視野から児童生徒の実態を捉え、生徒一人一人に細やかな指導を行う。支援

を必要とする生徒をサポートし、できる喜びを感じさせ、学習意欲や自己肯定感の向上を図る。 

  

２、方針 

（１）１学年の国語・数学・英語、２学年の数学で行う。 

（２）常に教師２人体制で授業に入れるよう、基本時間割を編成する。時間調整は時間割担当が行

い、毎週示す。 

（３）授業は担当教師が進め、支援する教師は困っている生徒へのサポートにあたる。 

（４）激励しながら丁寧に指導し、生徒のやる気を引き出す関りをしていく。 

（５）Ｔ１・Ｔ２の連携を深め、実態をしっかり把握し効果的な指導を実践する。 

（６）学習内容によっては個別での支援も行う。 

（７）生徒の実態に合わせて、随時計画を補正し進展させていく。 

 

３、支援方法 

（１）支援を必要とする生徒を中心に、本時の内容を一緒に行う。 

（２）既習事項についてどこまで理解できているかを見取り、必要に応じて個別に振り返りを入れ

る。 

（３）スモールステップで個人の目標（本時のゴール）を定め、基礎基本の確実な定着を図る。 

（４）生徒の状況を見ながら、随時計画を修正し進展させていく。 

 

４、担当支援時数 

教科 氏名 １年支援 ２年支援 

技術・家庭 大城 和義 数（週４）  

理 科 志良堂 清則  数（週３） 

少人数２ 

担任 

 

新垣 希 

国（週４） 

数（週４） 

英（週４） 
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豊かな心,思いやりと思考力を育む 

○教育支援体制の組織化を図り、「報連相」の強化に取り組む｡ 

○読書活動を重点事項として，師弟同行(雰囲気づくり)で生徒も

教師も共に朝の読書に励んでいる。2学期より、読解力向上を

意識して「本紹介」に取り組む。 

○一学期の目標読書冊数を達成した人が 1，2 年 100％(11/11

名)3 年 50％(3/6 名)4 年 71％（5/7 名）5 年 86％(6/7 名)6 年

67％(2/3 名)。5 月は運動会の取組などで読書冊数に影響がで

たとみられる。中学生においてはページ数の多い本に挑戦して

いるため、目標冊数に届かない場合がある。 

小学生全体では、達成率 66%(27/41名)であった。 

○中学 1年 40%(4 名/10 名) 2 年 57%(4 名/7 名) 3 年

20%(1/5 名) 中学校全体では、達成率 41％(9/22名) 

◇左のグラフでは県平均冊数を上回っているが、生徒個人で考え

ると県目標を上回っている生徒が多いとは言えない。今後は、こ

れまで以上に読書活動の取組の意識を高め心に残る本を 1冊でも

多く読ませる方策を考える必要がある。 

中 1 師弟同行の朝の読書活動 9,27 小２ 朝の読書活動 5,19 

中 3 朝の読書活動 読解力の向上をねらいに「本紹介」 9,9 中 3 による 1，2 年生への読み聞かせ(学習図書委員会主催)5,31 

読書目標 小１.２ 小３ 小４ 小５.６ 中学生
県の目標冊数 110 110 110 110 40
伊豆味校 120 100 80 80 40

月のめやす 11 10 8 8 4
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運動会練習  R3.5,20,木 

「
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値
語
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真
」
自
己
肯
定
感
の
向
上
、 

行
事
等
の
意
義
を
高
め
る
取
組 

📖月別読書平均冊数 📖 １学期 

中 1 による幼稚園生への読み聞かせ 4,26 
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小 3,4 年 音楽 

「ミニ発表会」7,16 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

目標を持ち生き生きと学ぶ 

○生徒会テーマ「進取果敢 Be a Challenger」を掲げ，この 1年間生徒会を中心に全生徒で様々な活動に取

り組み主体性のある生徒会活動を目指す。 

○ 新入生歓迎球技大会では，生徒会が中心となり歓迎レクを 1年生から 3年生までの縦割りチームを 4チーム

結成し行った。可能な限り 1年生が活躍できるよう工夫を凝らし歓迎会を実施し，1年生が 2，3年生と和気

あいあいと活動することで親睦が深まった。 

○自治活動の育成に向け、運動会では生徒会執行部を中心に、テーマを掲げ短い言葉で行動目標を 3つ設定し

た。集会で毎回テーマや行動目標を強く意識した声かけや振り返りを行い意識の高揚に努め、全員がそれを

意識し練習や運動会を行うことができた。 

○キャリア教育の一環として、お題目にならない児童生徒の目標設定の取組を実施している。「目標設定(数値)

→試行→目標の見直しや修正、相談→評価」を行う。また、目標を全員が見える場所に掲示し意識の向上を図

る。小学校では、同じく目的で「夢ファイル」の取組を行っている。 

◇生徒が主体的に課題を見つけ解決していけるよう「気づき」のある生徒の育成に努める。 

◇町の課題でもある「伝える力」の育成に向け、語彙力の向上や考える力、表現力の育成に努めることが求め

られる。 

児童会による中体連大会の激励会 6,1 児童会によるこいのぼり集会 5 月 

生徒総会 5､28 生徒会主催の新入生歓迎会 5､7 生徒会執行部による運動会練習前集会 5､20 

小学：夢実現に向けた取組「夢ファイル」、中学「実行力を高める具体的な目標設定(数値の記入)」 

上：個人目標を机上に貼り意識付け 

右：中 1 生徒の 2 学期の本気の目標 
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基本的生活習慣・たくましい生徒 

 ○生徒有志による「朝のあいさつ運動」が 4月後半から始まり、学校全体に広がる。学校を良くしたいと

の思いがある。2学期も引き続き、日々粘り強くあいさつ運動に励んでいる。学校が活気づいたなど

の地域からの声が聞かれ始めた。 

○文武両道や体力の向上を目指し部活動の活性化に取り組む。今年は、数年ぶりにバレーの男女単独

チームとして大会に出場した。男子は地区 3位に入り県大会出場権を獲得した。 

○学校行事の一環、体力の向上として、陸上や駅伝に取り組む。今年は陸上大会が中止、駅伝大会も

1ヶ月という限られた期間での練習になった。中学部の生徒や全職員で一致団結して取り組む。 

○小学部も体力向上を目指し週一回の朝の 5分間持久走の実施を 10月より開始している。 

○ほとんどの生徒が８時までに登校し，朝の活動（清掃活動等）に取り組んでいる。多くの児童生徒

が怠けることなく朝の作業に励んでいる。 

 ◇主体的に考え，自らの体を鍛えられるよう各部活動や体育の授業を通じ取り組んでいく。 

  

  

  

上、下写真 生徒有志による朝のあいさつ運動 5､8 5，6 年体育であいさつの指導と練習 6､14 

夏季中体連大会 準決勝 対名護中戦 6､8 
 5､6 位決定戦 対伊平屋中戦 6､8 

9 

地区駅伝に向けての駅伝部の練習 10,2 体育朝会 朝のマラソン 10,6 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

信頼される学校づくり 

○学校が生徒や保護者などに定期的に配布している各種お便りは，「学校便り」各学年の「学級通信」 

「図書館便り」「保健便り」の４種類のお便りである。学校の様子，特に子どもたちの活躍や成長をこ 

れらの便りを発行することで伝え，理解していただきたいとの思いが込められている。 

○毎年数回、PTA作業を行い、地域、保護者、学校が一体となり子ども達の教育活動に励んでいる。作 

業を通し保護者や地域の方との親睦を図る場でもある。 

○PTA総会は、例年は公民館で実施していたがコロナ禍のため、今年は体育館での総会となった。今年一

年、新 PTA組織体制で伊豆味校の教育活動に努めていく。 

○バレーボール部へボール購入等のため、保護者が中心となり募金活動を実施し、多くの地域の方のご芳志

をいただいた。また、図書活動費としてのご寄付があった。地域の方々の期待に応えるべく、その活動費

用を活かし、文武両道を目指し教育活動に励んでいく。 

○信頼される学校づくりの一環として，地域行事への参加と活用，ＰＴＡ活動の工夫，学校の説明責任とし

て時宜を得た学校説明，授業参観などを実施していく。 

◇更なる小中連携の推進を目指し、学校組織体制の工夫改善を図りながら幼小中一貫した教育体制の確立が求

めらる。 

 

運動会前の PTA 作業終了後の集会 5,9 運動会前の PTA 作業 5,9 

体育館での PTA 総会 5,12 

バレー部へ地域からの寄付の贈呈 4,26 図書活動費の寄贈 5,19 
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特色ある取組 

○朝の清掃活動は数十年にわたる伝統的な取組である。

全幼児・児童・生徒・職員が 8 時から 10 分間校庭から

お宮、校門周辺道路など広範囲にわたり清掃を実施して

いる。 

○運動会は幼小中学校ならではの取組で、１０学年の子

ども達が一緒に演技や競争を行う。その姿は微笑ましく

先輩が後輩を導き、思いやりや先輩を敬う心が醸成され

る。 

○毎週水曜日は全校を上げての美化活動日である。花壇

や校庭の美化活動に勤しみ校内美化に努めている。 

○生徒の伝える力の育成の一環として「気づき」の発表

の取組を実施している。「気づき、考え、行動そして成

長」できる生徒を目指す。 

伝統の全幼児・児童・生徒・職員による朝の清掃活動 5,14 

全幼児・児童・生徒による運動会練習 5,18 全幼児・児童・生徒による運動会 5,23 

中学生による「気づき」の取組 6,15 

全児童・生徒・職員による美化作業 4,21 

11 



令和 3 年度 体位の状況 

 

１． 本校と沖縄県・全国の身体発育状況の比較 

【沖縄県平均値以上  全国平均値以上   沖縄は R１年値/全国は R2 年値  ／は在籍なし】 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

２．歯科検診の結果(4月実施) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．本校の視力検査結果 

 

※昨年より 0.1％未満の児童の割合は横ばいであるが、D(0.2 以下)の児童が 1 人から 5 人に増えてい

る。現在 1 人受診済み。 

４．視力検査より保健室から見える児童生徒の実態 

 

 

 

 

 

 

小学校 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 合計
視力1.0未

満
中学校 １年 ２年 ３年 合計

視力1.0未
満

Ａ（1.0以上） 1 7 6 4 5 2 25 ９人 Ａ（1.0以上） 6 3 1 10 １１人

Ｂ（0.9～0.7） 0 1 0 0 0 0 1 (26.4%) Ｂ（0.9～0.7） 1 1 1 3 (52.3%)

Ｃ（0.6～0.3） 0 1 0 1 0 1 3 Ｃ（0.6～0.3） 2 2 1 5

Ｄ（0.2以下） 0 1 0 2 2 0 5 Ｄ（0.2以下） 0 1 2 3

【肥満痩身傾向の状況：肥満度より】＊小学校→全児童が標準体位 ＊中学校→軽度肥満 2 名(男子１名、女子１名)  
軽度やせ 1 名(女子１名) 

【内科検診より：5 月実施】 特に病院受診の必要な児童生徒は見られなかった。 

48.7 44.7
25

57.5%

62.5 66.6

12.5

63.6%

0

100

H30 R1 R2 R3

むし歯保有者の推移％

(過去との比較)

小学校 中学校

今年の結果より 

小中とも、むし歯ありの児童生徒が急増している。また、歯肉・歯垢の要観察者も多い。コロナ禍の影響

(マスク着用による意識の低下、受診控え、予約がとれない等)も考えられるが、ブラッシング指導(集団・個

別)等の保健指導の充実を図り、習慣化に努めたい。また、治療においては保護者の理解と協力が不可欠であ

る。継続的に保護者に対しても協力を呼びかけていきたい。 
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健康面のようす（体位の状況） 

学年 １年 ２年 ３年 １年 ２年 ３年

(人数) 3 5 3 6 2 2

本校 156.9 162.1 163.6 152.5 149.4 152.9

沖縄 152.3 159.7 164.2 151.2 153.5 155.1

全国 153.9 160.6 166.3 152.4 155.2 156.9

本校 47.2 50.4 55.4 43.6 42 51.9

沖縄 45.1 49.7 54 44.6 47.6 49.4

全国 45.5 50 55.1 44.5 47.8 50.2

体
重

中学校 男　子 女　子

身
長

１年 ２年 ３年 4年 ５年 ６年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年

(人数) 1 7 2 5 2 3 0 3 4 2 5 0

本校 113.6 122.4 128.9 127.4 134.9 144.4 本校 118 124 137 143

沖縄 115.6 121.9 126.8 132.8 138.5 144 沖縄 114.8 120.8 126.9 133.1 140.8 146.6

全国 117.8 123.5 128.9 134.4 139.9 147.3 全国 116.7 122.7 128.2 133.3 141.5 148.3

本校 20.2 25.3 26.2 26.1 31.3 36.9 本校 20.5 25.5 33 35.3

沖縄 21.1 24.4 26.7 30.6 34.7 38 沖縄 21 23.4 26.9 30.5 35.3 39.8

全国 21.8 25.2 28.2 32.4 36.8 40.2 全国 21.3 24.2 26.7 30.3 34.5 41.5

男　子 女　子

身
長

体
重

小学生 中学生

(32名中) (2２名中)

むし歯なし 8 4 １２(23％)

治療完了 6 4 １０(19％)

むし歯がある人 19 14 ３３(6１％)

歯垢あり（若干の付着） 17 8 ２５(47％)

歯ぐきの状態（要観察） 24 14 ３８(72％)

全体(５４名)

体調不良で来室する児童生徒の原因として、夜遅くまで動

画視聴やゲームをしていて睡眠不足ということがみられる。

また、猫背やストレートネックなどの心配する声や「頭痛がす

る」「肩がこる」「目が疲れた」など、子ども達の生活リズムや

健康面に大きな影響を与えている事を実感している。 

 



 

 

 

 

 

 

  

学校評価（1 学期の状況） 
４
：
と
て
も
そ
う
思
う
　
３
：
そ
う
思
う
　
２
：
あ
ま
り
思
わ
な
い
　
　
１
：
全
く
思
わ
な
い

項
目

1
2
3
4
A
V
成
果
(工
夫
し
た
点
な
ど
)

改
善
点
(2
以
下
)や
意
見

1
授
業
改
善
・
授
業
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
徹
底
（
校
内
研

修
）
に
努
め
る
。
→
口
頭
振
り
返
り
の
徹
底
・
I
C
T
活

用
推
進

0
1

1
4

4
3
.2

2
個
に
応
じ
た
指
導
の
工
夫

0
1

1
3

5
3
.2

3

言
語
活
動
を
重
視
し
た
思
考
力
･
判
断
力
･
表
現
力
を

育
成
す
る
場
面
、
き
き
合
い
、
伝
え
合
う
授
業
の
工

夫
改
善
。
授
業
に
お
け
る
音
読
の
推
進
（
読
解
力
の

向
上
）

0
5

1
2

1
2
.8

4
学
級
経
営
の
充
実

支
持
的
風
土
の
あ
る
学
級
づ
く
り
の
推
進
（
良
い
と

こ
探
し
）

0
1

1
1

4
3
.2

5

生
徒
指
導
の
三
機
能
を
意
識
し
た
授
業
の
構
築
や
教

育
相
談
の
充
実
を
図
り
、
生
徒
理
解
に
努
め
る
。
※

三
機
能
と
は
、
自
己
存
在
感
、
共
感
的
人
間
関
係
、

自
己
決
定

0
1

1
3

4
3
.2

1
読
書
活
動
を
推
進
し
思
考
力
、
読
解
力
の
向
上
を
図

る
。

0
2

1
4

3
3
.1

2
自
己
肯
定
感
を
高
め
る
指
導
の
工
夫
を
図
る
。

0
1

1
5

4
3
.2

3
教
育
支
援
体
制
の
構
築
を
図
る
。

0
1

1
4

2
3
.1

4
行
事
等
の
体
験
学
習
を
意
義
あ
る
も
の
に
す
る
た
め

の
工
夫
改
善
を
図
り
、
豊
か
な
心
を
育
成
す
る
。

0
1

1
5

2
3
.1

5
道
徳
科
の
時
間
を
要
と
し
て
，
学
校
の
教
育
活
動
全

体
を
通
じ
て
道
徳
教
育
の
充
実
を
図
る
。

0
3

9
3
3
.0

1
学
期
　
重
点
取
組
の
評
価
ま
と
め

学 力 の 向 上

〇
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
改
善
、
既
習
用
語
を
活
用
し
た
発
表
･振
り
返
り
で
学

年
が
上
が
る
に
つ
れ
身
に
つ
い
て
い
る
。
(活
用
で
き
る
)

〇
互
い
の
良
さ
を
伝
え
る
。
気
づ
か
な
い
こ
と
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、
「
こ
ん
な

こ
と
が
で
き
る
、
す
ご
い
ね
」
と
と
伝
え
る
。

〇
苦
手
な
こ
と
を
カ
バ
ー
す
る
方
法
を
伝
え
、
練
習
さ
せ
て
い
る
(手
書
き

→
P
C
)

〇
役
割
を
与
え
、
で
き
た
こ
と
を
評
価
す
る
。

〇
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
型
の
授
業
。

〇
振
り
返
り
を
意
識
し
た
「
め
あ
て
」
を
設
定
し
た
。

〇
英
語
ノ
ー
ト
使
用
が
苦
手
な
生
徒
で
も
単
語
を
書
く
練
習
が
行
い
や
す

い
よ
う
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
工
夫
し
た
。

〇
毎
時
間
、
ペ
ア
や
グ
ル
ー
プ
活
動
を
取
り
入
れ
、
交
流
や
話
し
合
い
の

場
面
を
作
っ
た
。

〇
本
人
が
理
解
出
来
る
よ
う
に
一
人
一
人
に
適
し
た
対
応
を
心
が
け
た
。

〇
担
任
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
生
徒
理
解
に
努
め
る
こ
と
が
で
き

た
。

〇
T
T
授
業
や
休
憩
時
間
、
早
朝
、
放
課
後
を
活
用
し
た
個
別
指
導
に
取

り
組
ん
だ
。

〇
タ
イ
マ
ー
の
活
用
、
帰
り
の
会
で
の
「
い
い
と
こ
ろ
探
し
」
の
発
表
。

〇
個
に
応
じ
て
ふ
り
か
え
り
の
仕
方
を
工
夫
す
る
必
要
あ
り
。

〇
ま
ず
は
個
の
課
題
の
把
握
に
努
め
ま
し
た
。

〇
学
活
で
１
単
位
、
毎
日
の
い
い
所
探
し
も
子
ど
も
た
ち
の
意
見
で
と
り
い

れ
た

●
２
名
と
い
う
人
数
と
生
徒
の
特
性
に
よ
り
言
語
活
動

が
活
発
に
な
ら
な
い
こ
と
。

●
口
頭
振
り
返
り
の
時
間
を
確
保
し
た
い
。

●
IC
T
活
用
は
い
ろ
い
ろ
研
修
し
た
い
。

●
支
援
を
要
す
る
生
徒
は
観
察
に
基
づ
い
て
共
通
理

解
し
、
テ
ス
ト
等
の
実
施
を
考
え
て
い
き
た
い
。

●
口
頭
に
よ
る
振
り
返
り
の
時
間
を
十
分
に
確
保
で
き

な
い
場
面
が
あ
っ
た
。

●
IC
T
を
効
果
的
に
活
用
出
来
る
場
面
を
も
っ
と
工
夫

し
て
い
き
た
い
。

●
対
話
的
な
学
習
へ
と
つ
な
が
る
課
題
づ
く
り
、
学
習

形
態
が
必
要
。

●
１
学
期
は
「
良
い
と
こ
探
し
」
と
い
う
よ
り
も
「
課
題
探

し
(発
見
)」
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
「
課
題
を
発
見
し
、
改

善
に
向
け
て
の
取
組
」
が
メ
イ
ン
だ
っ
た
。
そ
の
課
題

が
「
良
い
と
こ
ろ
」
に
変
化
す
れ
ば
良
い
と
思
う
。

豊 か な 心 ， 思 考 力 を 育 む 読 書 活 動 の 推 進

〇
学
級
文
庫
の
設
置
ほ
か
読
書
活
動
の
充
実
(保
護
者
と
も
共

有
)

〇
本
の
紹
介
を
さ
せ
て
い
る
。

〇
教
師
が
感
じ
た
「
良
さ
」
を
伝
え
て
い
る
。

〇
ふ
り
か
え
り
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
記
録
。

〇
自
分
が
体
験
し
た
こ
と
で
生
徒
の
心
に
響
き
そ
う
な
こ
と
を
話
し

て
い
る
。

〇
朝
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
、
自
分
が
学
ん
だ
技
術
を
使
っ
て
完

成
に
訴
え
か
け
る
よ
う
に
話
し
て
い
る
。

〇
生
徒
の
好
み
そ
う
な
本
、
リ
ク
エ
ス
ト
本
を
調
べ
て
購
入
し
た
。

〇
生
徒
ひ
と
り
ひ
と
り
の
良
い
点
、
が
ん
ば
っ
て
い
る
点
を
見
つ

け
声
か
け
を
意
識
す
る
。

〇
子
供
達
の
良
い
所
を
見
つ
け
自
信
に
つ
な
げ
る
よ
う
心
が
け

た
。

〇
制
約
の
あ
る
中
、
工
夫
し
て
行
事
等
が
行
え
た
と
思
い
ま
す
。

〇
全
職
員
体
制
で
の
朝
の
読
書
の
徹
底
、
雰
囲
気
作
り
。

〇
支
援
を
要
す
る
生
徒
へ
職
員
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て
対
応

し
て
い
る
。

〇
関
連
読
書
也
読
み
聞
か
せ
。
〇
一
人
一
人
の
活
躍
の
場
。

〇
他
人
の
考
え
を
聞
い
て
認
め
る
。

〇
き
ま
り
や
規
則
の
大
切
さ
を
意
識
さ
せ
続
け
て
い
る
。

〇
間
違
い
が
で
き
る
授
業
の
雰
囲
気
作
り
。

●
協
力
学
級
と
の
連
携

●
読
む
本
に
偏
り
が
多
く
、
同
じ
本
ば
か
り
読
ま

れ
て
い
る
。

●
も
う
少
し
ゆ
と
り
を
持
っ
て
授
業
を
楽
し
ま
せ
た

い
。

●
学
期
の
始
め
に
、
多
読
賞
な
ど
の
規
約
等
を

設
定
し
て
確
認
し
た
い
。

●
中
学
校
は
し
っ
か
り
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
ま
わ
せ

る
よ
う
に
一
覧
表
を
作
成
し
ま
す
。

●
朝
の
あ
い
さ
つ
活
動
や
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
に
も
っ
と
声
か
け
、
価
値
付
け
を
し
、
自
信
へ

と
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。
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項
目

1
2
3
4
A
V
成
果
(工
夫
し
た
点
な
ど
)

改
善
点
(2
以
下
)や
意
見

1
「
伝
え
る
力
」
の
推
進
に
努
め
る
。

0
2

1
4

2
3
.0

2
目
標
を
も
つ
場
・
振
り
返
る
場
の
設
定
に
努
め
る
。

（
目
標
の
意
識
化
）

0
1

1
3

3
3
.1

3
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
推
進
し
、
夢
や
希
望
を
育
む
取
組

を
行
う
。

0
5

9
1
2
.7

4
主
体
性
の
あ
る
児
童
会
生
徒
会
活
動
の
活
性
化
を
図

る
。

0
2

1
3

0
2
.9

1
主
体
的
な
朝
の
活
動
の
推
進
に
努
め
る
。

0
5

7
5
3
.0

2
積
極
的
な
「
明
る
い
あ
い
さ
つ
」
の
推
進
を
図
る
。

0
5

1
0

1
2
.8

3
基
本
的
生
活
習
慣
の
確
立
を
図
る
。

0
6

7
3
2
.8

4
部
活
動
の
活
性
化
や
児
童
生
徒
の
運
動
能
力
の

向
上
を
図
り
、
体
力
の
増
進
に
努
め
る
。

0
2

1
4

0
2
.9

5
健
康
・
安
全
な
生
活
態
度
を
育
成
す
る
。

(
歯
の
健
康
)

0
5

1
1

1
2
.8

1
保
護
者
・
地
域
と
の
情
報
連
携

（
各
種
便
り
の
定
期
的
発
行
）

0
1

1
1

5
3
.2

2
学
校
組
織
体
制
の
工
夫
と
推
進
（
報
連
相
の
徹

底
）

0
0

1
7

1
3
.1

3
小
中
連
携
の
推
進

0
0

1
2

4
3
.3

4
説
明
責
任
（
学
校
説
明
、
授
業
参
観
等
）

0
0

1
1

2
3
.2

5
授
業
力
の
向
上

0
2

1
2

2
3
.0

6
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
工
夫

0
3

1
3

0
2
.8

目 標 を 持 ち 生 き 生 き と 学 ぶ

〇
振
り
返
り
の
実
施
。

〇
人
生
の
先
輩
と
し
て
生
徒
が
こ
れ
か
ら
出
会
う
か
も

し
れ
な
い
世
界
の
話
を
し
て
い
る
。

〇
生
徒
の
話
し
合
い
の
場
面
を
多
く
持
ち
、
主
体
的

に
活
動
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

〇
相
手
に
伝
え
る
表
現
の
仕
方
を
促
し
た
。

〇
生
徒
代
表
あ
い
さ
つ
な
ど
添
削
、
指
導
し
、
原
稿

を
見
な
い
で
発
表
に
取
り
組
ん
だ
。

〇
振
り
返
り
以
外
に
も
発
表
さ
せ
た
り
、
学
び
合
っ
た

り
さ
せ
る
。

〇
交
流
の
場
の
設
定
。

●
細
か
な
確
認
が
不
足
し
て
い
る
。

●
職
業
を
意
識
さ
せ
る
取
組
を
も
っ
と
行
う
。

●
本
人
の
仕
事
内
容
を
意
識
さ
せ
る
。

●
自
己
表
現
の
場
を
設
定
す
る
。
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

大
会
な
ど
が
あ
っ
て
い
も
お
も
し
ろ
い
。

●
講
話
等
、
生
徒
の
刺
激
に
な
る
よ
う
な
こ
と
を
聞
か

せ
た
い
で
す
。

●
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
ポ
ー
ト
の
活
用
と
連
携
し
て
意
図
的

な
取
組
が
必
要
。

●
個
々
の
具
体
的
な
目
標
設
定
。

●
も
う
少
し
学
習
図
書
委
員
会
と
し
て
、
自
分
た
ち
で

考
え
て
で
き
る
取
組
を
さ
せ
た
い
。
ま
だ
教
師
の
指
示

だ
け
で
動
い
て
い
る
た
め
、
主
体
性
と
は
言
え
な
い
。

基 本 的 生 活 習 慣 の 確 立 と た く ま し

い 児 童 の 育 成

信 頼 さ れ る 学 校 づ く り

〇
保
護
者
と
の
連
携
や
連
絡
は
多
く
と
っ
て
い
る
。

〇
保
護
者
と
の
連
携
が
と
れ
て
い
る
。

〇
企
画
･運
営
委
員
会
の
工
夫
で
、
小
中
で
取
り
組

む
内
容
や
児
童
生
徒
の
様
子
な
ど
共
通
確
認
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

●
P
T
A
活
動
へ
の
参
加
が
少
な
い
。

●
P
T
A
活
動
は
コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
く
ま
で
は
し
ょ
う

が
な
い
と
思
い
ま
す
。

●
全
体
朝
会
(表
彰
朝
会
)の
計
画
的
な
実
施
。

●
管
理
職
へ
の
連
絡
不
足
の
取
組
が
あ
っ
た
。

●
定
期
的
な
便
り
の
発
行
。

〇
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
講
話
を
実
施
し
、
歯
や
口
の
健
康

に
関
し
て
、
知
識
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

〇
あ
い
さ
つ
(立
ち
止
ま
り
)が
で
き
る
児
童
生
徒
が
、
少
し

ず
つ
で
は
あ
る
が
増
え
て
い
る
。

〇
朝
の
読
書
が
習
慣
と
し
て
身
に
つ
い
て
い
る
。

〇
教
師
も
「
明
る
い
あ
い
さ
つ
」
を
率
先
し
て
行
っ
て
い
る
。

〇
委
員
会
活
動
で
も
意
識
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
(基
本

的
な
生
活
習
慣
)

〇
朝
の
早
い
出
勤
を
意
識
し
、
活
動
推
進
に
取
り
組
ん

だ
。

〇
う
さ
ぎ
の
世
話
を
が
ん
ば
っ
て
い
る
。

〇
あ
い
さ
つ
の
大
切
さ
を
常
に
意
識
さ
せ
て
い
る
。
や
り
直

し
も
や
っ
て
い
る
。

●
今
後
も
む
し
歯
の
あ
る
児
童
生
徒
へ
適
宜
治
療
勧
告
を
行
う
。
治

療
に
は
保
護
者
の
協
力
が
必
要
な
の
で
継
続
的
に
呼
び
か
け
て
い

き
た
い
。

●
生
活
リ
ズ
ム
確
立
の
た
め
家
庭
へ
の
連
絡
を
行
い
生
活
リ
ズ
ム

チ
ェ
ッ
ク
を
行
っ
て
い
る
が
、
ま
だ
遅
刻
欠
席
が
多
い
。

●
も
う
少
し
早
く
登
校
す
る
た
め
に
中
学
生
は
２
学
期
よ
り
あ
さ
jo
gを

取
り
入
れ
た
い
(7
:0
0
～
7
:2
0
)

●
声
が
も
う
少
し
大
き
い
と
良
い
。

●
朝
活
の
時
間
に
間
に
合
わ
な
い
生
徒
が
い
る
。
登
校
時
間
が
遅

く
な
っ
て
い
る
。
(遅
刻
は
な
し
)

●
元
気
が
な
い
。

●
基
本
的
生
活
習
慣
に
つ
い
て
は
、
も
っ
と
保
護
者
と
連
携
し
て
い

き
た
い
。
(ス
マ
ホ
や
iP
ad
を
使
っ
て
動
画
視
聴
の
時
間
が
長
い
)

●
「
朝
の
あ
い
さ
つ
運
動
」
に
つ
い
て
の
話
が
う
ま
く
ま
と
ま
っ
て
い
な

か
っ
た
。
「
２
学
期
か
ら
主
体
的
な
朝
の
活
動
」
を
展
開
し
て
い
き
た

い
。
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領
域

質
問

事
項

児
童

生
徒

保
小

保
中

職
員

領
域

質
問

事
項

児
童

生
徒

保
小

保
中

職
員

職
員

学
校

が
楽

し
い

3
.
9

3
.
0

3
.
7

3
.
4

口
頭

で
の

振
り

返
り

3
.
6

3
.
6

3
.
1

3
.
2

教
育

目
標

･
方

針
3
.
6

3
.
7

3
.
2

自
ら

考
え

る
場

面
の

設
定

3
.
7

3
.
8

3
.
2

3
.
2

授
業

は
わ

か
り

や
す

い
3
.
9

3
.
4

3
.
6

3
.
4

3
.
2

進
ん

で
自

分
の

考
え

を
発

表
3
.
7

3
.
2

3
.
3

3
.
2

学
習

へ
の

意
欲

3
.
8

3
.
1

3
.
1

3
.
0

3
.
3

支
持

的
風

土
3
.
8

3
.
7

3
.
5

3
.
2

心
の

成
長

（
道

徳
）

3
.
7

3
.
3

3
.
0

自
己

肯
定

感
3
.
7

3
.
2

3
.
2

進
路

・
キ

ャ
リ

ア
3
.
7

3
.
5

3
.
3

3
.
3

3
.
0

他
者

を
認

め
る

3
.
8

3
.
6

3
.
8

3
.
8

3
.
6

3
.
2

適
切

な
評

価
3
.
8

3
.
8

3
.
6

3
.
7

3
.
1

進
ん

で
読

書
3
.
9

3
.
5

-
-

3
.
2

3
.
3

教
職

員
間

の
連

携
3
.
9

3
.
5

3
.
6

3
.
5

3
.
1

3
.
2

よ
り

よ
い

学
校

づ
く

り
3
.
8

3
.
7

3
.
7

3
.
7

3
.
1

領
域

質
問

事
項

児
童

生
徒

保
小

保
中

職
員

悩
み

や
問

題
に

適
切

に
対

応
3
.
8

3
.
5

3
.
6

3
.
7

3
.
2

学
力

が
身

に
つ

い
て

い
る

3
.
9

3
.
4

3
.
2

3
.
1

2
.
8

2
.
8

人
間

関
係

3
.
8

3
.
7

3
.
6

3
.
5

3
.
4

総
合

的
な

学
習

の
時

間
3
.
7

3
.
6

3
.
7

3
.
5

2
.
9

2
.
7

学
校

の
き

ま
り

を
守

る
3
.
7

3
.
7

3
.
2

3
.
4

3
.
4

家
庭

学
習

･
宿

題
3
.
7

2
.
9

2
.
9

3
.
2

3
.
3

2
.
9

す
す

ん
で

あ
い

さ
つ

3
.
7

3
.
1

3
.
2

3
.
3

3
.
6

部
活

動
･
適

切
な

指
導

3
.
9

2
.
9

3
.
3

3
.
5

2
.
7

2
.
8

整
理

整
頓

・
清

掃
3
.
8

3
.
2

3
.
7

3
.
4

3
.
6

体
を

鍛
え

る
3
.
8

2
.
9

3
.
0

3
.
1

2
.
8

行
事

･
児

童
会

生
徒

会
活

動
3
.
9

3
.
6

3
.
7

3
.
7

3
.
3

家
庭

環
境

生
活

リ
ズ

ム
3
.
7

3
.
0

3
.
2

2
.
9

2
.
9

行
事

を
通

し
て

の
成

長
3
.
8

3
.
5

3
.
8

3
.
7

3
.
1

め
あ

て
の

設
定

3
.
9

3
.
6

2
.
9

2
.
8

施
設

･
備

品
を

大
切

に
す

る
3
.
9

3
.
7

3
.
4

3
.
5

3
.
5

気
づ

き
の

発
表

3
.
8

3
.
2

2
.
5

2
.
8

安
心

･
危

機
管

理
3
.
8

3
.
4

3
.
3

3
.
5

3
.
6

全
体

主
な

課
題

★
主

体
的

な
自

治
活

動
行

事
･
授

業
参

観
･
P

T
A

活
動

3
.
9

3
.
8

3
.
4

3
.
5

3
.
4

★
キ

ャ
リ

ア
教

育
（

夢
や

希
望

を
育

む
取

組
）

★
伝

え
合

う
授

業
（

め
あ

て
や

気
づ

き
の

発
表

）
学

級
通

信
･
情

報
発

信
3
.
7

3
.
5

3
.
6

3
.
6

★
明

る
い

あ
い

さ
つ

健
康

･
安

全
な

生
活

態
度

を
育

成
す

る
。

(歯
の

健
康

)

P
T
A

活
動

の
工

夫
。

主 な 課 題
基

本
的

な
生

活
習

慣
の

確
立

を
図

る
。

部
活

動
の

活
性

化
や

運
動

能
力

の
向

上
、

体
力

の
増

進
に

努
め

る
。

言
語

活
動

の
重

視
、

伝
え

合
う

授
業

の
工

夫
改

善
。

重 点 項 目

項
　

目

考
察

【
学

校
評

価
ア

ン
ケ

ー
ト

の
結

果
か

ら
】

　
児
童
生
徒
、
教
職
員
、
保
護
者
の
学
校
評
価
は
昨
年
同
様
概
ね
良
好
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
歩
掘
り
下
げ
て
質
問
し
た
重
点
取
組
で
は
同
じ
内
容
で
も
評
価
が
下
が
っ
て
い
る
。
例
え

ば
、
「
あ
い
さ
つ
」
や
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」
な
ど
で
あ
る
。
重
点
取
組
の
結
果
と
乖
離
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
全
体
的
に
何
と
な
く
出
来
て
い
る
と
感
じ
て
も
具
体
的
な
取
組
で
考
え
る
と
物
足
り
な
さ
の
現
れ
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
重
点
取

組
は
、
１
学
期
当
初
に
学
校
課
題
を
調
査
し
た
結
果
に
基
づ
い
た
も
の
で
も
あ
る
。
全
職
員
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
何
を
具
体
的
に
取
り
組
み
、
ど
う
向
上
さ
せ
て
い
く
か
と
い
う
意
識
の
高
揚
が
図
ら
れ
た
結
果
で
も
あ
る
。

　
重
点
取
組
の
成
果
（
〇
）
と
課
題
(●

)に
つ
い
て
の
考
察
を
以
下
に
記
す
。

〇
「
個
に
応
じ
た
指
導
」
「
支
持
的
風
土
の
学
級
」
「
生
徒
理
解
」
な
ど
に
お
い
て
は
、
良
好
な
結
果
(3
.2
)と

な
っ
た
。
こ
れ
は
、
各
職
員
の
意
識
し
た
取
り
組
み
を
は
じ
め
運
営
委
員
会
の
改
善
や
教
育
支
援
委
員
会
の
設
置
、
職
員
会
議

の
提
案
事
項
の
報
告
相
談
を
徹
底
し
て
取
り
組
ん
だ
影
響
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

〇
読
書
活
動
は
評
価
が
3
.1
で
は
あ
る
が
、
全
職
員
体
制
で
朝
の
読
書
に
師
弟
同
行
で
励
ん
で
い
る
。
読
書
強
化
期
間
の
徹
底
や
本
紹
介
、
教
職
員
文
庫
の
設
置
、
読
み
聞
か
せ
(
生
徒
、
職
員
)
な
ど
の
取
組
、
さ
ら
に
読
書
環
境
の
雰
囲
気

が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
。

〇
校
内
研
修
(
3
.2
)
で
は
、
研
究
テ
ー
マ
に
迫
れ
る
よ
う
重
点
取
組
と
し
て
「
口
頭
振
り
返
り
」
「
IC
T
の
有
効
活
用
」
に
し
ぼ
り
、
研
究
主
任
を
中
心
に
定
例
の
校
内
研
修
推
進
員
会
(
月
1
)
で
取
組
状
況
を
報
告
し
共
通
理
解
を
は
か
り
な

が
ら
共
通
実
践
（
組
織
的
取
組
）
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。
今
後
は
、
口
頭
に
よ
る
振
り
返
り
の
時
間
を
確
保
す
る
こ
と
や
、
本
時
に
お
け
る
学
び
や
気
づ
き
を
促
し
、
次
へ
と
つ
な
げ
る
た
め
の
時
間
を
し
っ
か

り
と
確
保
す
る
。
ま
た
、
学
び
を
広
げ
る
た
め
の
交
流
場
面
設
定
や
、
発
問
に
つ
い
て
工
夫
を
行
う
。

〇
小
中
連
携
(
3
.2
)
は
、
運
営
委
員
会
の
参
加
人
員
を
拡
大
し
教
育
活
動
の
諸
取
組
の
ね
ら
い
等
の
確
認
や
意
義
を
高
め
る
工
夫
な
ど
の
小
中
職
員
の
代
表
で
確
認
を
行
い
、
職
員
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
の
再
確
認
な
ど
で
連
携
意
識
が
高
ま
っ

た
。
校
務
分
掌
な
ど
小
中
一
人
ず
つ
配
置
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
か
ら
主
を
設
け
連
携
を
と
り
や
す
く
し
た
り
、
委
員
会
活
動
で
は
小
中
合
同
で
実
施
す
る
な
ど
の
工
夫
改
善
が
必
要
。

●
生
徒
か
ら
「
家
庭
学
習
」
「
部
活
動
」
「
運
動
」
に
つ
い
て
、
保
護
者
か
ら
は
「
家
庭
学
習
･
宿
題
(小

)」
「
生
活
リ
ズ
ム
(中

)」
に
お
い
て
低
い
数
値
(共

に
2
.9
)と

な
っ
て
い
る
。
職
員
の
評
価
か
ら
も
、
「
学
習
が
身
に
つ
い
て
い
る
」

「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
に
つ
い
て
、
普
段
の
学
習
に
影
響
が
出
て
い
る
こ
と
が
数
値
(2
.9
)か

ら
伺
え
る
。
こ
れ
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、
他
校
と
同
様
に
学
習
面
・
運
動
面
･
生
活
面
に
お
い
て
家
庭
で
の
取
組
が
増
え
た
こ
と
が
影

響
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

●
学
級
の
平
均
冊
数
は
県
を
上
回
り
、
読
書
活
動
全
体
は
頑
張
っ
て
い
る
と
い
う
「
感
じ
」
は
あ
る
が
、
個
々
の
貸
出
冊
数
の
目
標
達
成
で
き
て
い
る
者
は
小
学
校
で
6
6
%
、
中
学
校
で
4
1
%
と
決
し
て
楽
観
で
き
る
状
況
で
は
な
い
。
学
級

の
平
均
冊
数
と
個
人
の
目
標
達
成
度
と
の
乖
離
が
大
き
い
た
め
で
あ
る
。
今
後
は
、
司
書
と
図
書
館
担
当
が
連
携
協
力
し
て
、
掲
示
物
や
本
の
展
示
、
読
書
傾
向
の
分
析
な
ど
工
夫
し
読
書
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
上
が
る
よ
う
工
夫
改
善

し
読
書
習
慣
の
確
立
を
図
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
「
読
解
力
の
向
上
」
と
い
う
ね
ら
い
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
読
書
の
振
り
返
り
も
活
用
し
な
が
ら
、
イ
ン
プ
ッ
ト
と
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
取
組
を
行
う
。
学
年
が
上
が

る
に
し
た
が
い
、
ペ
ー
ジ
数
の
多
い
本
や
じ
っ
く
り
読
む
生
徒
へ
の
配
慮
も
検
討

●
児
童
生
徒
会
活
動
に
課
題
(
2
.9
)
が
あ
る
。
委
員
会
活
動
に
お
い
て
も
教
師
の
指
示
待
ち
が
多
い
の
で
は
な
い
か
。
自
ら
考
え
る
自
治
活
動
に
な
っ
て
い
る
か
。
何
の
た
め
に
や
る
の
か
。
ど
う
す
れ
ば
良
く
な
る
の
か
。
自
分
事
と
し
て

捉
え
て
活
動
し
て
い
る
か
。
委
員
会
の
強
化
月
間
に
は
徹
底
し
た
取
組
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
に
も
少
人
数
の
子
ど
も
た
ち
で
も
や
れ
る
よ
う
、
取
組
を
見
直
し
焦
点
化
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
。

●
キ
ャ
リ
ア
教
育
(2
.7
)に

つ
い
て
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
計
画
通
り
に
は
い
か
ず
、
悩
ん
で
い
る
と
こ
ろ
だ
。
キ
ャ
リ
ア
教
育
は
校
外
な
ど
の
体
験
活
動
も
重
要
だ
が
、
要
は
自
己
調
整
力
を
付
け
る
こ
と
だ
。
具
体
的
に
は
、
今
取
り
組
ん
で

い
る
「
夢
フ
ァ
イ
ル
」
や
「
自
己
実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
目
標
設
定
）
」
の
徹
底
し
た
取
組
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
意
義
あ
る
行
事
の
取
組
の
推
進
な
ど
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
自
ら
何
を
す
る
か
目
標
を
立
て
そ
れ
を
ど
う
実
行
し
て
い
く

か
。
そ
し
て
ど
う
課
題
を
見
つ
け
、
改
善
し
て
い
く
の
か
が
大
切
だ
。
具
体
的
な
方
法
を
指
導
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。

●
体
力
の
増
進
(2
.9
)で

や
や
厳
し
い
。
対
応
と
し
て
部
活
動
で
は
走
る
活
動
を
可
能
な
限
り
取
り
入
れ
、
陸
上
や
駅
伝
の
基
礎
を
築
く
な
ど
の
取
組
、
小
学
校
で
は
最
近
取
り
組
み
始
め
た
「
お
も
し
ろ
マ
ラ
ソ
ン
(
仮
名
)
」
の
推
進
な
ど
。
ま
た
日
頃
、

車
で
の
登
校
が
目
立
っ
て
い
る
の
で
徒
歩
登
校
の
奨
励
を
検
討
す
る
。

●
生
活
リ
ズ
ム
の
最
適
化
を
図
る
。
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
は
ん
や
ス
マ
ホ
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
、
ネ
ッ
ト
利
用
に
つ
い
て
の
ル
ー
ル
を
家
庭
と
連
携
し
な
が
ら
整
え
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
(睡

眠
時
間
の
確
保
な
ど
)

G
IG
A
ス
ク
ー
ル
構
想
の
推
進
か
ら
、
学
校
で
も
1
人
1
台
の
端
末
利
用
を
行
っ
て
い
る
中
、
体
へ
の
影
響
(視

力
の
低
下
な
ど
)も

考
え
た
利
用
の
仕
方
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
よ
り
効
果
的
な
活
用
に
つ
い
て
検
討
す

重
点
取
組
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
か
ら

令
和
3
年
度
　
学
校
評
価
お
よ
び
重
点
取
組
ア
ン
ケ
ー
ト
　
（
ま
と
め
）

キ
ャ

リ
ア

教
育

を
推

進
し

、
夢

や
希

望
を

育
む

取
組

を
行

う
。

主
体

性
の

あ
る

児
童

会
生

徒
会

活
動

の
活

性
化

を
図

る
。

積
極

的
な

「
明

る
い

あ
い

さ
つ

」
の

推
進

を
図

る
。

学
校
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
(
主
な
成
果
)

重 点 項 目

学
校
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
(
主
な
成
果
)

学
校
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
(
主
な
課
題
)

学 習 指 導 学 校 生 活

主 な 成 果

項
　

目
授

業
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
→

口
頭

振
り

返
り

の
徹

底
･
IC

T
活

用

個
に

応
じ

た
指

導
の

工
夫

。

学
級

経
営

の
充

実
。

支
持

的
風

土
の

あ
る

学
級

づ
く

り
の

推
進

(良
い

と
こ

探
し

)

生
徒

指
導

三
機

能
,教

育
相

談
の

充
実

を
図

り
、

生
徒

理
解

に
努

め
る

。

自
己

肯
定

感
を

高
め

る
指

導
の

工
夫

を
図

る
。

保
護

者
･
地

域
と

の
情

報
連

携
(各

種
便

り
の

定
期

的
な

発
行

)

小
中

連
携

の
推

進

説
明

責
任

(学
校

説
明

、
授

業
参

観
等

)

経 営 全 般 学 習 指 導 学 校 生 活 学 習 環 境 家 庭 環 境


